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私
は
蕊
に
敢
へ
て
今
悶
議
舎
に
提
案
さ
れ
た
所
の
和
税
制
度
の
改
革
案
の
批
判
を
試
み
ゃ
う
と
思
ふ
。
若
も
之
に
つ
き
微
細
白
騨

に
ま
で
も
亙
っ
て
批
評
し
た
と
し
た
ら
、
共
は
限
り
も
注
〈
長
い
も
の
と
・
な
ら
う
つ
恋
に
は
其
の
最
も
軍
要
左
る
事
項
だ
け
を
取
り

上
げ
て
之
を
矯
す
。
モ
し
て
共

ι入
る
前
に
、
金
醐
聞
に
通
じ
た
改
革
の
目
標
に
つ
い
て
一
言
す
る
。

↑
改
革
目
標
の
閉
口
調
和
難

今
岡
の
稔
草
に
は
蛍
初
か
ら
聞
の
目
棋
を
定
め
た
。
寸
園
及
地
方
を
通
ヒ
て
白
公
平
化
、
コ
経
済
園
策
と
の
調
整
、
日
牧
入
の
増

(

{

(

 

加
及
弾
力
性
、
個
税
制
の
簡
易
化
で
あ
る
。
併
し
此
聞
の
目
標
は
英
凡
べ
て
を
絶
品
到
に
達
成
す
る
乙
と
は
出
来
得
左
い
。
共
は
其
相

互
の
聞
に
衝
突
す
る
も
白
が
あ
っ
て
、
共
の
何
れ
も
を
凡
べ
て
達
す
る
こ
と
が
難
い
か
ら
で
あ
る
。
同
上
り
其
の
或
黙
で
は
互
に
調

和
す
る
と
と
も
出
来
る
が
、
他
。
貼
に
て
は
何
と
し
℃
も
正
面
か
ら
矛
盾

ι、
随
っ
て
之
を
調
和
し
ゃ
う
と
思
ふ
と
き
忙
は
、
双
方



を
ば
不
完
杢
に
徹
底
せ
し
め
る
外
な
〈
、
郎
ち
共
の
何
れ
も
を
中
詮
牢
端
に
蓬
す
る
の
で
満
足
す
る
よ
り
外
在
い
の
一
で
あ
る
。
共
庭

で
、
結
果
か
ら
い
ふ
と
目
標
に
越
は
由
で
は
在
い
か
と
も
い
は
れ
る
が
、
併
し
、
此
改
税
案
を
見
て
、
其
の
何
れ
も
を
完
全
に
達
成

し
て
居
ら
ぬ
止
見
ゆ
る
庭
は
恰
か
も
此
等
主
調
和
し
ゃ
う
と
し
た
矯
め
だ
と
認
め
る
と
と
が
出
来
、
寛
大
に
批
判
す
れ
ば
良
〈
由
来

て
居
る
と
し
て
可
い
。

(三)
改
革
目
標
の
問
旺〉

重
さ

四
の
目
棋
と
い
ふ
て
も
、
貫
は
公
平
化
と
牧
入
上
白
要
望
と
が
特
に
重
い
。
経
済
国
策
協
力
と
い
ふ
と
と
は
、
税
制
か
ら
い
へ
ば

何
百
と
し
て
も
一
一
次
的
白
事
項
で
あ
り
、
租
積
其
も
の
、
特
に
近
時
に
於
け
る
重
い
租
税
は
、
所
詮
、
経
済
策
忙
は
誼
は
由
。
だ
か
ら

と
い
ふ
て
、
今
の
我
園
の
揚
合
、
此
重
税
を
避
け
る
己
と
は
出
来
泣
い
。
唯
だ
出
来
る
だ
け
経
済
圏
策
の
邪
魔
に
左
ら
由
晶
、
う
に
、

校
葉
の
離
に
て
配
慮
す
る
位
の
乙
と
よ
り
し
か
仕
様
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
度
の
改
革
案
に
で
も
、
所
々
に
此
注
意
が
行
は
れ
て
居

る
。
例
之
、
法
人
税
を
設
〈
る
に
際
し
、
前
事
業
年
度
に
生
と
た
る
依
掛
金
を
ば
現
事
業
年
度
に
於
け
る
所
得
計
算
上
、
損
金
に
算

入
す
る
が
如
昔
、
時
局
産
業
に
於
け
る
問
定
資
産
の
減
前
田
鋪
却
期
限
の
短
縮
の
如
昔
、
同
族
事
業
合
敢
に
封
L
同
族
保
全
曾
枇
と
匡

別
し
て
加
算
税
を
相
首
緩
和
し
た
る
が
却
昔
、
産
業
組
合
等
に
特
別
法
人
税
を
課
し
つ
つ
共
課
税
程
度
を
寛
大
に
し
た
る
が
如
昔
、

共
他
、
何
れ
も
相
官
苦
心
の
跡
を
認
め
て
良
い
の
で
あ
る
。

税
制
の
簡
易
化
に
歪
り
で
は
、
極
端
を
い
ふ
と
、
阜
二
祝
に
ま
で
友
る
が
、
共
は
今
日
の
我
図
で
は
問
題

ιな
ち
ぬ
。
所
詮
、
此

E
額
白
財
政
需
要
に
艇
や
る
の
に
は
、
モ
し
て
複
雑
に

L
て
可
動
的
な
る
経
済
界
の
中
に
つ
い
て
殺
を
取
る
と
し
て
は
、
車
税
左
右

行
へ
る
も
白
で
は
な
い
。
そ
れ
で
今
日
の
事
情
の
下
で
は
、
今
H
‘
各
税
法
の
外
に
、
臨
時
租
税
増
徴
法
、
事
費
特
別
税
法
、
臨
時

租
税
制
度
改
革
案
批
剣

第
五
十
魯

= 
傍

観

七



租
積
制
度
改
革
案
批
剤

第
五
十
巻

同

第

親

七
回

租
税
措
置
法
投
ど
が

b
っ
て
、
重
友
り
合
ふ
て
居
り
、
岡
民
の
理
解
を
苦
し
め
て
居
る
、
其
を
整
理
し
て
草
純
化
を
計
る
の
が
念
務

で
あ
り
、
今
度
の
改
正
に
よ
り
て
之
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
。
向
ほ
臨
時
利
得
税
と
法
人
超
過
所
得
税
と
の
併
合
、
取
引
所
営
業
税

鎖
産
税
特
別
鎖
産
税
白
一
般
化
、
酒
税
法
の
車
一
化
、
砂
締
課
税
の
単
純
化
左

E
も
何
れ
も
此
目
的
に
合
ふ
。

経
済
策
協
力
と
税
制
皐
純
化
は
共
れ
位
で
忍
ば
れ
る
と
し
て
、
情
て
、
公
平
化
と
牧
入
要
望
趨
膝
と
は
、
む
つ
か
し
い
。
此
二
大

目
標
の
聞
に
は
明
か
に
調
和
難
が
あ
る
。
此
が
平
時
、
牧
入
必
要
の
小
い
時
代
で
あ
れ
ば
、

税
制
と
し
て
は
公
平
化
に
力
を
入
れ

て
、
収
入
要
望
を
無
楓
す
る
こ
と
が
出
来
、
も
っ
と
別
の
制
度
を
考
へ
る
己
主
が
出
来
る
の
だ
が
、
今
日
の
時
代
で
は
敬
入
要
笠
に

重
き
を
置
昔
、
会
卒
化
か
ら
は
多
少
不
満
足
で
も
忍
ば
た
品
川
れ
ば
た
ら
砲
と
す
る
。
邸
ち
現
在
の
事
謎
は
縫
〈
べ
か
ら
ざ
る
も
む
で

あ
っ
た
と
認
め
、
之
を
鹿
理
す
る
矯
め
に
は
今
日
及
今
後
に
来
る
べ
き
東
き
財
政
負
婚
は
避
け
ら
れ
や
と
認
め
、
更
ら
に
之
が
充
足

の
矯
め
に
公
債
又
公
債
に
依
る
の
み
で
は
不
可
で
あ
り
、
之
と
共
に
向
来
る
だ
け
増
税
陀
も
依
る
白
が
安
営
だ
と
認
め
る
以
上
は
、

牧
入
要
望
に
一
居
の
重
黙
を
置
き
、
牧
入
要
望
一
に
膝
宇
る
乙
と
に
力
主
入
れ
る
と
共
に
、
間
来
る
だ
け
の
公
平
を
期
す
る
と
い
ふ
の

て子

共宜
底し
でい
重。

左 ιと
るlX
聞の
題改
と革
し~
て白
は目見
(ー)<D
法着
人け
濁所
立も
謀其
税庭
、 I亡

仁二) あ
綜つ
合た
及と
分し
類て

z五
課定
税し
、是

(三)認
地し
方得
税る
改
革
の

を
選
ん
て、

下
に
之
を
論
詞F

し
ゃ
う
。

第

法
人
濁
立
課
税
の
問
題

(一一)
改
革
白

要
結



此
度
の
改
正
に
て
法
人
を
ば
自
然
人
よ
り
も
査
く
潤
立
し
て
課
税
す
る
と
と
と
し
、
法
人
の
猫
立
人
格
と
い
ふ
と
と
に
重
曹
を
置

〈
干
う
に
在
っ
た
こ
と
が
一
白
大
改
革
で
あ
る
。
従
来
の
税
法

ι
て
は
、
法
人
に
は
所
得
枕
の
中
の
第
一
種
所
得
税
(
升
に
法
人
資
本

和
) 

と
山
営
業
収
採
税
と
が
課
せ
ら
れ
た
。
共
中
に
就
き
収
益
税
は
物
税
と
し
て
共
敬
益
白
日
る
庭
に
つ
い
て
課
す
る
も
の
で
あ
り
、

器
業
牧
益
白
生
や
る
だ
け
に

τ法
人
の
も
個
人
の
も
同
様
に
(
但
L
税
事
に
少
し
の
差
華
は
つ
け
て
畠
っ
た
が
)
課
し
、
そ
し
て
此
を
課
L

た
る
上
は
、
法
人
D
利
径
が
個
人
の
懐
に
入
っ
た
か
ら
と
て
共
庭
で
今
一
度
、
謙
す
る
と
い
ふ
も
の
で
は
友
い
か
ら
、
此
牧
谷
枕
で

は
法
人
管
業
と
個
人
営
業
と
が
針
等
に
扱
は
れ
て
居
る
と

L
て
良
い
。
扱
方
白
著
し
く
異
る
の
は
所
得
税
に
於
て
で
あ
る
。
印
ち
個

人
白
骨
業
所
得
だ
と
、
共
個
人
に
つ
い
て
共
の
偉
業
所
得
と
共
の
有
つ
所
の
他
種
所
得
と
を
一
緒
に
綜
合
し
て
一
悶
だ
け
第
一
二
種
所

得
税
主
課
す
る
だ
け
で
あ
る
白
に
反
し
、
法
人

ω
管
業
所
得
に
は
第
一
種
所
得
況
を
ば
法
人
に
就
い
て
課
し
た
る
上
に
て
、
今
一
度

(但
L
法
人
よ

m一
白
配
常
に
は
二
割
控
除
を
許
す
)

此
が
個
人
D
懐
に
入
り
た
る
底
で
、
共
個
人
の
他
種
所
得
と
一
緒
に
綜
合
し
た
も
の
へ

第
三
種
所
得
税
を
課

L
、
却
ち
此
に
は
二
重
に
課
枕
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
人
替
業
の
場
合
に
は
著
L
〈
重
い
課
慌
を
し
た

し
し
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

此
事
は
、
若
も
法
人
を
ば
単
に
個
人
が
営
利
を
行
ム
手
段
ー
と
の
み
見
る
と
す
る
在
ら
ぽ
、
削
ち
個
人
が
町
営
業
を
す
る
の
に
、
自
己

軍
濁
で
や
る
か
他
人
と
共
同

ιて
法
人
を
作
っ
て
や
る
か
を
、
其
便
宜
上
か
ら
選
ん
だ
結
果
に
外
在
ら
取
。
た
だ
共
れ
だ
け
の
も
の

だ
と
見
る
な
ら
ば
、
此
の
如
〈
に
伺
八
日
営
業
と
法
入
管
業
と
で
所
得
課
税
の
著
し
〈
異
る
と
い
ふ
事
は
、
不
営
と
も
見
ら
れ
る
。
併

し
、
叉
法
人
の
獅
立
人
格
と
い
ふ
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
考
ふ
る
一
な
ら
ば
、
斯
〈
の
如
ぐ
に
法
人
日
営
業
の
場
合
に
、
山
早
純
在
る
個
人

営
業
の
揚
合
上
り
も
臭
っ
た
扱
主
筋
し
、
重
く
課
慌
を
し
て
も
差
支
泣
い
と
い
ふ

E
と
に
な
る
。

租
税
制
度
改
革
案
抗
列

第
五
十
巻
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七
五



租
税
制
度
改
革
案
批
判

第
五
十
巻

プマ

第

擁

七
六

庭
で
、
従
来
の
我
闘
の
法
入
所
得
課
税
の
荷
車
を
見
る
と
、
首
初
に
は
法
人
闘
係
は
法
人
に
つ
い
て
の
み
課
税

L
、
共
の
法
人
課

税
を
ば
阜
に
個
人
へ
課
す
る
代
り
と
見
倣
し
、
法
人
を
ぽ
単
に
個
人
白
笹
利
手
段
と
見
て
居
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
此
の
現
行

法
の
如
〈
法
人
に
つ
き
第
一
一
極
所
得
税
を
課
し
た
る
上
に
て
、
今
一
度
、
其
利
谷
が
個
人
の
懐
に
入
る
鹿
で
第
三
種
所
得
税
を
課
す

る
や
う
に
な
っ
て
、
法
人

E
ば
個
人
白
皆
利
手
段
と
見
る
考
を
維
持
し
つ
つ
、
法
人
を
狽
立
人
格
と
し
ず
一
課
す
る
主
義
》
併
せ
採
る

や
う
に
左
っ
た
の
で
あ
り
、
而
か
も
後
者
に
軍
曹
を
置
く
と
と
が
究
第
に
担
〈
在
り
つ
つ
あ
る
と
と
は
、
法
人
利
集
配
営
の
個
人
忙

於
け
る
綜
合
計
算
を
行
ム
揚
合
に
、
初
め
に
は
四
割
幣
除
を
認
め
た
の
が
、
後
に
は
二
割
幣
除
に
改
め
ら
れ
た
の
で
祭
す
る
と
と
が

出
来
る
。
今
度
の
改
税
に
て
は
此
態
度
む
繭
型
化
が
一
唐
強
く
現
は
れ
、
法
人
の
狽
立
人
格
と

L
て
の
課
税
と
い
ふ
趣
旨
は
一
居
明
瞭

に
友
っ
た
の
で
あ
る
。

共
庭
で
今
度
は
訟
人
に
は
個
人
と
は
別
筒
猫
立
の
法
人
税
に
で
課
す
る
と
と
に
た
っ
売
。
四
四
在
ま
で
の
で
は
法
人
利
益
の
所
得
課

税
は
営
業
取
得
税
と
、
第
一
種
所
得
税
在
、
第
三
種
所
得
税
に
於
砂
る
配
首
の
綜
合
課
税
(
配
慣
に
つ
き
二
割
控
除
)
と
、
法
人
資
本
税

L
L

で
あ
っ
た
が
、
今
度
の
で
は
法
人
税
(
利
益
の
百
分
十
八
、
安
本
の
千
分
一
・
き
と
、
個
人
に
於
け
る
配
首
へ
の
分
類
所
得
税
(
百
分
十
)

し
」
、
五
千
闘
を
超
過
す
る
個
人
所
得
へ
の
綜
合
所
得
税
(
曲
に
て
は
配
首
に
つ
き
二
割
控
除
を
行
は
ず
、
株
式
取
得
白
鋳
品
負
ひ
た
る
負
債
利
子

h
u
b
m

控
除
)

と
に
た
っ
た
。
之
忙
針

L
個
人
替
業
の
利
益
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
税
で
は
、
個
人
に
於
け
る
管
業
所
得
へ
の
分
類
所
得

税
(
百
分
八
・
王
)
と
、
五
千
闘
を
超
過
す
る
個
人
所
得
へ
の
綜
合
所
得
税
一
(
此
に
で
も
瞥
業
白
銀
め
の
費
用
は
担
論
柱
時
)
と
い
ム
と
と
に
た
る

だ
か
ら
法
人
を
ば
阜
に
個
人
の
皆
利
手
段
と
の
み
見
る
立
揚
か
ら
見
れ
ば
、
新
殺
の
下
で
は
、
法
人
と
し
て
棲
む
と
き
は
、
大
棟
、

法
人
税
だ
仔
重
〈
か
叫
り
ら
れ
る
己
と

ιた
る
(
配
首
所
得
白
百
分
十
、
主
管
業
所
得
田
百
分
八
・
王
と
の
差
は
僅
小
官
か
ら
暫
(
措
き
)
。

そ
し
て



此
法
人
税
だ
げ
の
一
差
と
い
ふ
こ
と
は
可
左
り
に
大
左
差
で
あ
る
己
と
を
見
逃
し

τは
な
ら
ね
。
か
〈

τ法
人
濁
立
人
格
課
税
の
趣
旨

(一)は
(A)然新一

(い)長ら骨IJ 暦
財所ば皮明
政 此の h
牧 新長に
入 し短左
上きつ

1/;1]た
度白
ので

長あ
短る
昔日 。
f可

大
要
五三
rD 
昔日

き
も
白
ルで

あ
る

ω牧
入
盟
宮

1
1法
人
設
を
ば
所
得
の
百
分
十
八
、
資
本
の
百
分

-
五
と
い
ふ
如
〈
に
重

f
課
す
る
と
き
に
、
財
政
牧
入

は
可
友
り
に
大
怒
る
こ
と
が
州
来
る
。
今
日
の
財
政
敬
入
要
求
。
大
た
る
時
代
に
は
泊
に
好
都
合
の
も
の
で
あ
る
。

①
収
入
弾
力
性
ー
laか
ら
い
ふ
て
も
、
此
法
人
の
所
得
及
資
本
へ
の
比
例
課
枕
は
、
他
日
牧
入
必
要
の
増
加
し
た
と
き
:
、
之

が
税
率
の
引
上

E
行
ふ
て
之
に
底
A
T
a
と
と
の
行
ひ
易
い
と
い
ふ
長
所
も
あ
る
。

る
公
平
課
税
上
ー
ー
か
ら
見
て
、
法
人
は
共
を
構
成
す
る
個
人
と
は
摘
立
し
、
共
と
競
争
の
地
位
に
も
立
ち
、
法
俸
の
保
穫
を

受
け
て
特
別
在
る
力
を
奥
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
も
あ
り
、
其
骨
坤
め
、
相
叫
立
し
た
る
負
捨
能
力
も
あ
り
、
此
と
針
立
す
る
個
人
に
比

し
て
は
大
概
一
屠
能
力
の
大
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
れ
位
。
負
捨
E
荷
ふ
に
は
曜
へ
る
も
の
と
し
て
良
い
。

)
 

は
枇
命
政
策
上

1
1法
人
は
資
本
を
集
め
る
の
に
好
都
合
な
組
織
で
あ
り
、
之
に
よ
り
て
個
人
の
力
の
及
び
難
き
事
業
主
替
み

得
る
。
之
を
単
に
個
人
の
一
白
骨
利
手
段
と
の
み
見
℃
、
之
に
特
別
枕
彰
一
課
し
な
か
っ
た
と
し
た
左
ら
ば
、
之
を
利
用
し
得
や
し
て

個
人
替
業
だ
け
行
ふ
も
の
を
不
利
に
陥
ら
し
め
る
。
之
を
妨
ぐ
溺
め
に
、
此
法
人
を
利
用
し
て
居
る
者
に
特
別
課
税
を
す
る
を
得
策

租
掛
制
度
改
草
案
批
判

第
五
十
巻

七

傍

観

-e 
-1'; 



視
聴
制
度
改
草
案
批
列

第
五
十
巻

丹、

第

競

セ
F、

ム
」
す
る
と
い
ふ
と
と
も
あ
る
。

侃
課
税
技
術
上
|
|
法
人

ι
つ
い
て
課
す
る
と
い
ふ
己
主
は
、
個
人
に
就
い
て
の
み
課
す
る
に
比
し
て
は
一
居
、
課
税
物
件
の

姉
捉
の
上
忙
便
利
で
あ
り
、
大
館
、
法
人
に
つ
い
て
課
し
た
方
が
遁
腕
が
少
〈
て
済
み
、
特
忙
外
闘
に
あ
る
者
へ
の
配
賞
、
壮
内
に

留
保
さ
れ
る
利
益
へ
の
課
税
を
一
屠
完
全
な
ら
し
め
る
止
い
ふ
長
所
守
一
右
ワ
。

ゆ
短
所

)
 

義
務
上
ー
ー
か
ら
見
て
、
今
日
の
産
業
は
法
人
に
依
り
て
管
ま
る
る
も
の
が
多
〈
、
特
に
大
資
本
の
集
積
を
必
要
と
す
る
事

業
、
而
も
図
家
的
に
重
要
左
る
共
に
し
て
拡
人
に
よ
る
の
が
少
〈
友
い
。
然
る
に
此
法
人
を
ば
澗
立
に
課
税
し
、
而
か
も
可
た
り
に

重
く
謀
す
る
と
い
ふ
の
は
、
経
椅
園
策
に
は
反
す
る
と
も
い
へ
る
。

円
山
公
平
課
税
上

l
l此
法
人
税
と
い
ふ
こ
と
は
前
に
も
い
ふ
現
由
で
正
賞
だ
と
し
て
も
、
共
程
度
と
税
率
と
に
は
妓
主
音
を
得

控
い
。
第
一
、
法
人
拙
商
業
L
し
し
た
揚
合
正
個
人
骨
業
と
し
た
場
合
正
に
て
‘
あ
れ
突
け
の
差
を
つ
け
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
甚
し
き

差
を
つ
け
た
も
の
と
も
見
ら
る
。
偲
り
に
共
は
許
ナ
ー
と
し
て
も
、
第
二
に
、
芳
し
〈
法
人
中
に
就
き
、
大
資
本
大
所
得
を
有
つ
大
法

人
と
、
小
資
本
小
所
得
を
有
つ
小
法
人
と
の
聞
に
差
等
を
設
け
十
し
て
、
千
篇
一
律
に
比
例
課
税
と
す
る
の
は
、
公
平
と
は
い
へ
在

い
。
法
人
を
ば
個
人
の
矯
め
の
替
利
手
段
と
の
み
見
る
上
か
ら
は
、
大
法
人
に
も
小
資
力
者
が
参
加
し
つ
つ
あ
る
場
合
あ
り
井
一
い
ふ

の
で
此
の
如
苦
比
例
課
税
も
是
認
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
今
度
の
税
法
の
や
う
に
、
法
人
を
ば
凋
立
人
格
と
見
て
、
共
力
に
謄
巴
で

課
す
る
止
い
ふ
主
義
か
ら
い
へ
ば
、
む
し
ろ
此
庵
に
も
泉
進
課
税
を
し
た
み
が
一
居
適
切
で
あ
る
と
し
た
け
れ
ば
友
ら
た
い
。

山
山
紅
合
政
策
上
|
|
右
に
て
い
ふ
大
法
人
、
小
法
人
白
関
白
差
等
謀
役
と
い
ム
こ
と
は
、
枇
合
政
策
上
に
も
必
要
で
あ
り
、
競



争
力
の
一
一
屠
大
た
者
は
、
共
小
い
者
よ
り
も
重
い
割
合
に
で
税
を
荷
ふ
の
が
営
然
で
あ
る
。
此
事
は
制
測
り
個
人
管
業
の
聞
の
み
で
な

ぐ
法
人
の
問
に
て
も
必
要
で
あ
り
営
然
で
あ
る
。
之
を
軍
な
る
比
例
課
税
と
し
た
の
で
は
、
小
資
力
者
在
不
利
友
ら
し
め
る
と
と
に

在
る
。

第

綜
人
骨
及
分
類
所
得
課
税
の
問
題

一
課
税
方
法
の
大
要

(
 今

度
の
稜
訟
忙
て
も
地
租
、
仙
営
業
枕
は
存
在
す
る
か
、
共
牧
入
を
ば
各
地
方
へ
還
元
す
べ
き
譲
奥
枕
と
す
る
の
で
、
む
し
ろ
其
は

地
方
税
の
鎚
形
忙
過
ぎ
た
い
か
ら
別
と
し
、
共
他
に
て
は
、
図
。
直
接
基
本
税
と
し
て
は
、
法
人
税
が
あ
る
己
と
は
上
に
い
ふ
通
り

で
、
個
人
白
課
税
で
は
綜
合
所
得
税
と
分
類
所
得
税
と
が
構
成
せ
ら
れ
る
ヲ
此
一
一
税
は
、
共
に
自
然
人
税
で
あ
る
が
、
唯
だ
分
類
所

得
税
に
て
配
営
利
子
所
得
だ
け
は
法
人
も
課
せ
ら
れ
る
。
綜
合
所
得
枕
は
各
種
の
源
よ
り
来
る
所
得
を
合
計
し
て
五
千
闘
を
超
過
す

る
個
人
の
所
得
忙
、
百
分
十
か
ら
百
分
六
十
五
に
至
る
累
進
課
税
を
潟
し
、
た
だ
此
迄
は
公
杭
債
銀
行
預
金
利
子
、
貸
付
信
託
等
に

は
源
泉
課
税
の
み
課
し
た
の
を
、
今
度
は
共
に
、
分
類
所
得
税
を
源
泉
課
税
し
た
る
上
に
も
、
綜
合
課
税
を
今
一
度
行
ふ
こ
と
を
原

則
と
鴻
し
、
た
だ
し
共
綜
合
課
税
の
際
に
此
種
の
も
D
に
は
牧
入
の
四
割
幣
除
を
認
め
る
(
但
L
義
務
者
の
申
請
に
よ
司
、
百
分
十
五
円
輯

事
に
よ
る
源
皐
課
唖
を
選
み
得
る
。
だ
恥
ら
結
局
、
或
度
以
上
自
大
所
得
者
が
之
を
選
み
、
小
所
持
者
は
綜
合
を
選
む
で
あ
ら
う
。
源
泉
課
税
を
遺
品
ば

大
所
得
者
は
銀
行
預
金
利
子
と
す
れ
ば
百
分
二
十
五
を
荷
ふ
)
。

株
式
配
常
忙
は
巾
来
二
制
度
の
控
除
を
行
び
来
っ
た
の
だ
が
、

今
度
は
之

を
隣
止
し
、
株
式
取
得
に
要
し
た
る
負
債
の
利
子
主
必
要
経
費
と
し
て
控
除
し
得
し
め
る
。
自
己
資
本
に
依
る
も
白
に
は
此
控
除
在

租
枇
制
度
改
革
案
批
判

第
五
十
巻

九

俸

抗

七
九
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し
。
棉
所
得
一
世
間
園
以
下
の
者
の
勤
持
所
得
に
は
一
割
控
除
を
認
め
、
生
命
保
険
料
の
控
除
は
駿
止
し
、
凡
ぺ
て
所
得
は
原
則
と
し

で
は
前
年
中
の
寅
績
に
よ
り
て
計
算
す
る
。

分
類
所
得
税
は
、
不
動
産
、
配
営
利
子
、
事
業
、
勤
持
の
四
種
と
し
、
課
枕
標
準
白
計
算
上
必
要
経
費
の
控
除
は
不
動
産
企
事
業

と
の
み
に
認
め
、
配
営
利
子
と
勤
持
と
に
は
認
め
や
。
発
税
鮪
又
は
基
礎
控
除
と
し
て
、
不
動
産
と
配
営
利
子
の
乙
、
郎
ち
賦
課
々

税
に
よ
る
八
?
と
に
は
各
と
百
闘
度
白
兎
枕
賠
を
、
事
業
所
得
に
は
四
百
聞
度
の
基
礎
控
除
、
勤
第
所
得
に
は
六
百
園
度
の
基
礎
控
除

を
典
ム
。
配
首
利
子
の
甲
に
は
輿
へ
宇
。
扶
養
控
除
は
配
常
利
子
に
は
奥
へ
示
。
不
動
産
、
事
業
、
勤
持
に
は
、
糟
所
得
五
千
国
未

浦
者
に
就
き
妻
及
扶
養
家
族
一
入
賞
り
百
五
十
闘
の
百
分
八
相
首
金
額
を
税
額
か
ら
幣
除
す
る
や
う
に
す
る
。
税
率
は
各
種
各
別
の

比
例
車
・
圭

L
.
不
動
産
と
配
首
利
子
と
は
百
分
十
、
(
恒
L
国
債
は
特
に
百
分
四
、
地
方
債
百
分
ん
て
事
業
所
得
中
、
管
業
は
百
分
八
・
五
、

自
由
職
業
、
原
始
産
業
等
は
百
分
七
・
五
、
千
園
程
度
以
下
白
事
業
は
百
分
六
.
勤
持
所
得
は
百
分
六
と
す
る
。
元
本
一
定
額
以
上

白
銀
行
貯
蓄
預
金
、
産
業
組
合
貯
金
等
白
利
子
、
山
林
所
得
に
は
特
別
軽
傘
課
祇
が
あ
り
、

一
時
恩
給
、
退
職
給
興
に
は
分
類
所
得

税
の
み
課
し
、
特
別
た
る
超
過
累
進
課
枕
を
行
ム
。
徴
牧
み
法
は
、
配
常
利
子
所
得
の
甲
と
、

一
定
数
以
下
の
個
人
の
使
用
人
を
除

と
共
他
の
使
用
人
の
勤
葬
所
得
と
に
は
源
泉
課
税
を
行
ひ
、
共
以
外
の
も
の
は
原
則
と
し
て
前
年
中
の
賓
般
に
土
る
牧
得
者
へ
の
賦

課
々
税
と
す
る
。

(三)
CA)其

〈い〉長長
財、所短

章 |
入右
上の

課
説
法
t亡
は:
左
佐〉

虫日
吉

長
短

を
有
つ



ω牧
入
暫
富
|
|
此
事
は
特
に
分
類
所
特
枕
に
て
認
め
し
め
る
。
共
が
比
例
税
を
採
り
た
る
矯
め
、
累
進
税
で
あ
っ
た
な
ら

ば
あ
る
上
り
は
、
共
収
入
を
大
友
ら
し
め
る
。
累
進
と
す
れ
ば
、
上
級
者
に
は
高
卒
と
な
り
得
る
け
れ
ど
も
、
共
は
少
数
者
に
過
ぎ

ね
。
犬
多
数
の
者
は
下
級
者
で
あ
り
、
軽
率
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
比
例
な
れ
ば
、
多
数
hz
占
め
る
下
級
者
に
も
、
上
級

者
な
み
の
、
む
し
ろ
重
い
穂
を
か
け
る
矯
め
に
、
自
ら
牧
入
を
一
一
暦
多
大
な
ら
し
め
る
。
此
事
は
今
日
の
牧
入
必
要
。
大
く
且
つ
切

な
る
時
代
に
は
淘
に
好
都
合
で
あ
る
。

四
牧
入
弾
力
任
1
l
i
も
が
賓
忙
此
分
類
所
得
稔
に
存
す
る
。
綜
合
所
得
税
白
方
は
、
累
進
課
税
で
あ
り
而
か
も
相
首
重
く
も

在
っ
て
居
る
か
ら
、
此
上
D
増
率
は
む
つ
か
し
い
。
併
し
分
類
所
得
穐
の
方
は
比
例
課
税
で
、
ま
だ
百
分
十
以
下
白
課
税
K
止
ま
る

か
ら
、
必
要
と
あ
れ
ば
、
此
上
増
率
の
一
徐
地
が
大
い
。
と
い
ふ
た
と
て
、
漫
り
に
際
限
も
な
く
上
げ
る
己
と
は
慎
ま
泣
け
れ
ば
た
ら

ぬ
。
け
れ

E
も
岡
家
非
常
の
必
要
と
あ
れ
ば
、
少
〈
と
も
高
度
累
進
と
左
れ
る
綜
合
所
得
砥
に
比
し
℃
は
之
を
引
上
げ
る
と
と
が
容

易
で
あ
る
。
落
に
代
る
ベ
茸
財
費
税
を
持
来
る
と
し
て
も
、
共
は
無
牧
盆
財
産
に
も
課
す
る
可
能
性
も
あ
っ
て
、
増
卒
に
つ
き
用
心

深
か
ら
し
め
る
も
の
?
あ
る
か
ら
、
共
に
比
し
て
は
分
類
所
得
税
の
如
〈
、
現
寅
所
得
を
押
さ
へ
る
も
の
の
方
が
一
厨
に
増
寧
を
容

易
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

ろ
公
平
課
税
上

∞
大
慢
の
公
平
|
公
平
課
税
の
見
地
か
ら
い
士
、
新
法
に
遺
憾
の
賭
は
少
か
ら
申
込
る
。
共
は
後
に
い
ふ
如
〈
だ
と
し

，
て
、
大
植
民
て
は
公
平
が
得
ら
れ
て
居
る
。
綜
合
所
得
税
白
方
で
、
大
所
得
を
小
所
得
よ
り
も
重
課
す
る
の
趣
旨
を
遣
し
、
分
類
所

得
税
に
て
所
得
の
種
類
に
よ
り
、
即
ち
財
産
的
一
羽
素
の
強
い
も
の
に
一
一
暦
重
課
す
る
の
趣
旨
を
建
し
つ
つ
あ
り
と
い
へ
る
。

租
融
制
度
改
草
案
批
殉

第
五
十
巻

静
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J一、

ω従
来
に
比
し
て
一
段
と
公
平
と
な
り
た
る
拙

ω高
由
来
の
牧
谷
娩
に
で
は
、
地
租
(
家
賠
税
は
地
方
税
と
な
っ
て
居
た
か
ら
暫
ら
〈
措
互
に
て
共
所
有
者
の
み
に
つ
い
て
課
し

つ
ワ
あ
っ
た
の
で
、
地
上
横
を
有
っ
て
共
か
ら
英
大
た
る
牧
盆
を
得
つ
つ
あ
っ
た
者
を
逃
が
し
て
居
た
の
だ
が
、
今
度
の
分
類
所
得

税
に
て
は
地
上
横
者
の
所
得
に
も
課
し
得
る
や
う
に
な
っ
て
、

一
居
公
平
に
な
っ
た
と
い
へ
る
。

川
川
藷
来
の
所
得
税
及
牧
袋
税
の
下
に
て
は
、
個
人
が
枇
債
に
投
資
し
た
と
き
は
、
源
泉
比
例
課
税
た
る
第
二
種
所
得
税
と

資
本
利
子
税
と
を
一
課
せ
ら
れ
、
此
K
は
地
方
附
加
枕
が
か
か
ら
た
か
っ
た
の
だ
が
、
株
式
托
投
資
す
れ
ば
配
常
収
入
二
割
控
除
の
下

に
他
所
得
ム
」
綜
合
し
て
第
三
種
所
得
税
を
累
進
税
率
に
で
か
け
ら
れ
、
此

ιは
地
方
附
加
税
を
か
ら
け
れ
て
居
り
、
此
聞
に
不
均
等

た
る
課
税
左
な
っ
た
の
?
あ
る
。
然
る
に
今
度
は
分
類
所
得
税
に
で
も
雨
者
均
等
に
百
分
十
(
例
外
は
園
債
地
方
債
に
あ
る
の
ぎ
を
課

せ
ら
れ
綜
合
所
得
税
忙
て
も
原
則
と
し
て
雨
者
均
等
に
一
課
せ
ら
れ
る
と
と
に
在
っ
た
(
尤
も
証
債
に
投
下
し
た
場
合
、
義
務
者
白
申
請
に
上

り
、
綜
合
課
揖
の
代
り
に
源
泉
課
税
を
避
み
得
る
)
。
共
れ
だ
け
に
て
は
今
度
の
方
が
一
居
公
平
に
怠
っ
た
と
し
て
良
い
。

川W
革
問
来
白
税
法
で
は
、
自
由
峨
菜
、
原
始
産
業
の
中
に
は
管
業
な
み
に
財
産
勤
持
共
働
所
得
と
し
て
課
す
べ
き
も
白
が
あ

っ
た
に
拘
ら
や
、
所
得
税
の
み
を
一
諌
し
て
牧
盆
稜
を
か
け
友
か
っ
た
の
で
あ
る
の
に
、
今
度
は
此
に
も
替
業
所
得
よ
り
ぽ
多
少
低
い

率
と
は
い
へ
、
軍
在
る
勤
持
者
よ
り
は
軍
い
率
の
分
類
所
得
税
を
課
す
る
己
と
h

た
っ
て
、
幾
分
程
り
と
も
一
居
白
公
平
を
来
た
す

己
と
が
出
来
た
。

山
川
且
官
業
者
白
中
に
は
勤
持
元
素
が
割
合
に
大
で
、
殆
ん

E
勤
持
者
に
泣
い
も
の
が
あ
っ
た
の
に
拘
ら
守
、
背
来
の
税
法
で

は
之
忙
も
替
業
者
と
し
て
収
益
税
を
課
し
つ
弘
、
単
純
な
る
勤
労
者
に
は
牧
盆
税
を
諜
し
な
い
矯
め
に
、
不
公
平
と
も
見
ら
れ
た
の



だ
が
、
此
度
は
単
な
る
勤
持
者
に
も
百
分
六
の
分
類
所
得
税
を
課
し
、
偉
業
者
に
は
之
よ
り
は
高
き
百
分
八
・
丘
の
分
類
所
得
税
を

課
し
、
共
中
の
特
に
勘
持
的
元
素
の
強
い
下
級
の
叫
営
業
者
に
は
勤
持
者
な
み
の
百
分
六
を
課
す
と
し
た
の
で
、
此
迄
よ
り
も
一
居
公

卒
忙
在
っ
た
と
い
ふ
と
と
が
山
川
来
る
。

は
課
税
技
術
上

ω源
泉
課
税
の
摘
張
|
|
今
度
の
分
類
所
得
税
に
て
は
、
高
来
の
公
枇
債
銀
行
預
金
の
利
子
、
貸
付
信
託
の
利
益
に
於
付
る

源
泉
課
税
の
外
、
勤
批
判
一
所
得
心
一
大
部

κも
源
泉
課
税
を
行
ム
や
う
に
在
っ
た
。
共
潟
め
課
税
物
件
の
捕
捉
を
容
易
な
ら
し
め
、
共

が
延
い
て
は
綜
合
所
得
課
税
に
も
好
都
合
と
在
る
、
此
事
は
延
い
て
は
公
平
課
税
の
上
に
も
良
苦
結
果
を
持
来
す
。

倒
比
例
課
税
の
採
用
!
|
今
度
目
分
類
所
得
税
K
て
比
例
課
税
を
探
っ
た
と
と
は
、
之
に
代
る
べ
き
財
産
殺
な
れ
ば
採
る
ペ

か
り
し
累
進
課
税
に
比
較
し
て
は
、
課
税
物
件
の
姉
捉
を
容
易
な
ら
し
め
、
共
は
延
い
て
は
綜
合
所
得
課
税
に
も
都
合
良
〈
、
更
ら

に
公
平
課
税
の
上
に
も
有
数
で
あ
る
。

に
教
化
上

l
i今
度
の
分
類
所
刷
付
税
忙
で
は
共
免
税
制
又
は
碁
礎
控
除
が
醤
来
の
免
税
知
よ
り
も
低
〈
な
っ
て
、
特
に
勤
持
所

得
者
に
於
て
従
来
園
税
た
る
直
接
税
を
荷
は
な
か
っ
た
も
の
に
、
此
直
接
闘
枕
の
義
務
者
を
多
〈
生
や
る
己
と
に
詮
り
、
直
接
園
税

義
務
者
の
増
し
た
と
い
ふ
と
と
は
、
両
氏
中
白
川
来
る
だ
け
多
〈
の
者
に
直
接
税
を
負
は
し
め
、
枕
を
通
じ
て
凶
民
自
覚
を
固
め
さ

せ
る
白
に
別
立
つ
。
和
税
を
遁
ビ
て
の
剛
山
川
町
白
強
の
養
成
は
、
間
接
殺
に
で
も
注
せ
ら
れ
る
と
も
い
ふ
が
、
共
に
よ
り
で
は
、
直
接

税
に
土
る
に
比
し
で
は
弱
い
の
で
あ
る
。
叉
、
今
度
の
直
接
課
税
と
い
ふ
て
も
、
勤
持
者
に
て
は
多
く
は
雇
主
に
於
け
る
天
引
課
税

に
依
る
と
と
に
在
る
か
ら
、
此
も
一
種
の
間
接
課
税
忙
外
友
ら
ぬ
と
も
い
ふ
が
、
併
し
共
れ
で
も
、
消
費
税
に
於
砂
る
間
接
課
税
に

租
枇
制
度
改
革
案
批
判

第
五
十
巻

静

観
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F司、

四

比
し
て
は
、
義
務
者
に
於
け
る
負
播
の
感
知
は
一
一
暦
強
い
の
で
あ
る
。

B
短
所

い
公
平
課
税
上

川
従
来
の
所
得
税
に
て
は
、
大
所
得
重
課
の
矯
め
の
累
進
課
税
が
可
た
り
に
低
い
鹿
か
ら
初
ま
っ
た
の
に
、
今
度
は
漸
く
五

千
閑
海
か
ら
初
ま
り
、
共
よ
り
以
下
は
、

H
べ
て
分
類
所
得
税
忙
於
け
る
比
例
課
挽
の
み
と
な
っ
て
、
不
動
産
所
得
又
は
配
営
利
子

所
得
に
て
は
所
得
百
闘
以

k
の
も
の
、
事
業
所
得
に
て
は
四
百
園
を
ゆ
し
〈
越
し
た
る
も
D
、
勤
持
所
得
に
て
は
六
百
園
生
少
し
越

し
た
る
位
の
者
と
、
所
得
五
千
闘
に
近
い
者
ー
と
が
同
等
に
謀
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
共
は
是
迄
と
比
較
し
て
、
む
し
ろ
一
居
に
不

公
平
に
な
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。

ω所
詮
、
累
進
課
税
に
て
は
、
段
階
を
上
る
勾
に
、
僅
小
所
得
差
の
鴻
め
に
、
可
た
り
負
捨
に
開
き
を
生
守
る
の
を
避
け
ら

れ
な
い
の
だ
が
、
今
度
の
綜
合
所
得
税
に
て
最
下
級
た
る
五
千
四
を
超
ゆ
る
庭
を
百
分
十
と
し
た
矯
め
、
共
以
下
白
底
は
分
類
所
得

税
の
み
で
、
共
を
趨
ゆ
る
も
の
は
分
類
所
得
税
の
土
忙
此
百
分
十
を
加
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
失
白
上
級
に
て
は
凡
べ
て
一
級
を
上
ぼ

る
ド
刊
に
、
百
分
五
づ

L
加
へ
ら
れ
る
。
'
山
中

h
J

百
分
十
五
、
百
分
二
十
、
百
分
二
十
五
等
々
。
然
る
と
き
に
之
、
と
調
和
主
保
ち
、
急
激

な
る
差
等
を
つ
け
友
い
や
う
に
す
る
の
に
は
、
綜
合
所
得
税
の
最
下
級
は
百
分
十
で
た
く
し
て
、
百
分
五
と
し
た
方
が
稽
首
の
や
う

に
忠
は
れ
る
。
し
か
し
五
千
困
を
趨
ゆ
る
鹿
の
百
分
十
を
何
と
し
て
も
維
持
し
た
い
と
い
ふ
と
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
綜
合
所
得
税
の

最
下
級
を
三
千
闘
を
超
ゆ
る
も
の
に
引
下
げ
て
、
共
虚
に
百
八
T
五
を
課
し
、
そ
し
て
五
千
闘
を
趨
ゆ
る
も
の
へ
の
百
分
十
を
共
僅
と

ず
る
と
と
を
得
る
。
此
に
上
り
て
、
第
一
忙
い
ふ
五
千
国
以
下
の
底
に
於
け
る
大
小
所
得
者
の
問
。
負
携
の
不
公
平
主
緩
め
る
己
と



も
が
出
来
る
。

ゆ
勤
持
所
得
と
財
産
所
得
と
の
差
等
課
税
、
即
ち
財
産
量
課
と
い
ふ
こ
と
は
今
度
の
分
類
所
得
税
に
よ
り
て
も
或
度
ま
で
行

は
れ
て
居
る
と
と
は
上
に
い
ふ
通
り
だ
が
、
併
し
共
は
向
ほ
不
測
足
の
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
此
に
で
替
業
所
得
は
財
産
所
得
と
勤
特

所
得
と
の
共
働
所
得
だ
と
し
て
、
財
産
所
得
と
勤
持
所
得
と
の
中
間
卒
を
課
し
て
は
居
る
が
、
共
を
財
産
所
得
の
百
分
十
、
勤
持
所

得
の
百
分
六
白
中
聞
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
百
分
八
で
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
然
る
に
之
を
百
分
八
・
五
と
し
た
の
は
柳
か
不
営
の
や
う

で
あ
る
。
持
し
〈
山
営
業
と
い
ふ
て
も
、
皆
業
の
種
類
と
共
規
模
白
大
小
と
に
よ
り
て
財
産
元
素
と
勤
第
一
疋
素
と
の
混
在
の
度
合
一
様

で
泣
い
。
然
る
に
偉
業
な
る
が
矯
め
の
放
に
、

T
篇
一
俸
に
百
分
八
・
五
を
課
す
る
の
も
不
満
足
で
あ
る
。
唯
だ
所
得
千
闘
以
下
白

小
事
業
に
て
勤
弊
元
素
の
多
い
と
と
を
認
め
て
、
勤
持
所
得
在
み
の
百
八
刀
六
を
課
し
た
の
は
良
い
と
し
て
も
、
更
ら
に
其
の
千
朗
、
と

い
ふ
限
界
で
は
少
し
く
低
き
托
過
ぎ
は
せ
血
か
。
従
来
牧
待
磁
を
か
け
友
か
っ
た
白
州
峨
業
、
原
始
産
業
に
も
事
業
所
得
と
し
て
、

動
弊
所
得
上
旬
も
霊
〈
課
す
る
と
し
売
の
は
大
鰐
に
は
可
で
あ
る
が
、
共
に
営
業
所
得
と
勤
務
所
得
と
の
中
聞
の
李
主
課
し
た

ω
が

果
し
ナ
一
遁
営
で
あ
ら
う
か
。
岡
田
り
に
共
は
此
二
の
も
の

L
中
間
率
が
正
し
い
と
し
て
も
、
更
ら
に
百
分
八
・
五
と
百
分
六
と
の
中
間

率
と
し
て
は
百
分
七
・
五
で
は
営
を
失
す
る
。
叉
此
白
山
峨
業
及
原
始
産
業
の
中
に
は
営
業
白
内
部
同
様
、
財
産
冗
素
と
勤
持
元
素

ム
」
の
混
在
の
度
合
が
直
々
で
あ
り
、

一
様
で
在
い
の
に
、
此
に
も
千
篇
一
律
に
百
八
万
七
・
瓦
を
課
し
た
の
で
は
公
正
で
は
た
い
。

ω此
分
類
所
得
税
に
て
は
、
所
得
の
確
貨
の
度
合
に
臆
じ
た
課
税
の
行
は
れ
由
。
と
い
ふ
己
と
が
一
白
快
賠
で
あ
る
。
之
に

代
る
べ
き
財
康
税
在
れ
ば
、
或
度
ま
で
共
事
が
行
は
れ
る
。

mw
此
課
税
方
法
に
て
は
財
産
増
領
、
享
業
財
産
の
如
き
無
形
所
得
に
は
所
得
に
準
じ
得
る
も

ω
あ
る
に
拘
ら
ヂ
課
枕
し
得
な

租
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披

八
六

い
。
此
も
財
産
税
と
比
較
し
て
の
弱
姑
で
あ
る
。

山
間
課
税
の
便
法
と
い
ふ
と
と
h
念
激
在
る
鑓
化
の
岡
越
の
矯
め
と
で
は
あ
る
が
、
結
合
所
得
税
に
於
て
、
公
枇
債
銀
行
政
金

利
子
、
貸
付
信
者
利
盆
等
に
、
四
割
控
除
を
許
し
、
常
分
の
聞
と
は
い
へ
、
義
務
者
の
濯
拝
に
よ
り
て
百
分
十
五
の
源
泉
課
税
と
綜

品
目
課
税
と
の
何
れ
に
上
る
も
可
と
し
た
の
は
、
公
平
の
上
か
ら
は
決
し
て
安
常
の
底
世
ー
と
い
へ
た
い
。

ゐ
絞
済
上

ω負
携
の
公
平
化
の
矯
め
で
は
あ
っ
た
が
、
今
度
の
改
正
に
よ
り
原
始
産
業
に
も
分
類
所
得
税
が
謀
せ
ら
れ
る
と
と
に
な

り
、
特
別
脱
税
左
が
ら
も
産
業
組
合
に
ま
で
課
税
せ
ら
れ
る
詮
の
開
け
る
こ
と
に
在
っ
た
だ
け
、
此
等
白
方
面
へ
の
一
の
打
撃
で
は

あ
る
。

∞
更
に
公
枇
債
銀
行
預
金
利
子
、
貸
付
信
託
利
従
等
に
綜
合
所
得
税
の
課
せ
ら
る
t
A

と
と
に
な
っ
た
矯
め
に
、
銀
行
、
信
託

品
開
刷
の
一
営
業
に
は
打
撃
と
な
る
。
但
し
此
に
て
源
泉
課
税
と
の
選
捧
を
認
め
た
か
ら
、
大
所
得
者
が
之
を
恕
む
と
と
に
は
な
り
、
共

れ
だ
貯
に
で
は
在
来
週
り
と
な
る
け
れ
ど
も
、
小
口
の
分
に
は
凡
ぺ
で
綜
合
が
行
は
れ
、
銀
行
、
信
託
合
枇
も
此
分
に
つ
い
て
は
、

其
利
子
利
径
の
支
排
先
を
碓
め
で
政
府
に
報
告
し
友
〈
て
は
在
ら
や
、
共
溺
め
煩
雑
な
る
手
数
を
か
け
、
而
か
も
相
官
多
〈
逃
げ
ら

れ
る
も
の
が
出
来
る
o

政
府
は
自
ら
之
に
件
ム
て
、
銀
行
、
信
託
合
枇
の
内
部

ιも
立
ち
入
り
、
個
人
の
粧
消
の
内
部
に
も
立
ち
入

る
。
銀
行
信
託
曾
枇
の
迷
惑
の
み
左
ら
宇
、

一
般
人
の
経
消
も
が
若
干
の
干
渉
主
受
け
る
。
北
ハ
上
に
も
従
来
、
源
泉
課
税
の
み
で
利

廻
明
確
で
-
あ
っ
た
白
が
、
綜
合
課
税
も
加
は
っ
て
共
が
或
度
ま
で
不
明
確
と
た
り
、
共
れ
だ
け
抽
出
ら
か
公
枇
債
の
流
通
を
妨
げ
る
。

ω株
式
配
首
の
矯
め
共
取
得
に
要
し
た
る
負
債
の
利
子
を
引
い
て
や
る
と
い
ふ
の
は
、
珂
屈
と
し
て
は
釘
然
た
が
、
共
資
行



に
首
り
て
は
、
共
説
明
が
閤
難
で
あ
り
、
官
民
白
紛
争
を
生

E
、
株
式
の
消
化
を
多
少
と
も
に
不
良
友
ら
し
め
る
司

凶
生
命
保
険
料
控
除
の
廃
止
は
、
小
い
と
と
だ
が
共
れ
で
も
生
命
保
険
普
及
に
は
妨
げ
と
在
る
。

配
課
税
技
術
上

の
所
得
偏
重
白
弊
|
|
課
槍
技
術
と
し
て
は
、
所
得
を
ば
色
々
臭
っ
た
商
か
ら
取
る
の
が
、
所
得
の
み
に
つ
い
て
取
る
よ
り

も
一
居
捕
捉
を
容
易
左
ら
し
め
る
。
従
来
の
牧
続
税
の
下
に
て
は
或
度
ま
E
所
得
と
は
異
っ
た
桜
準
E
捕
へ
て
課
し
て
居
っ
た
の
だ

が
、
此
皮
の
綜
合
所
得
税
及
分
類
所
得
税
に
て
は
、
共
の
何
れ
も
が
所
得
と
い
ム
も
り
に
か
L
る
の
で
、
人
は
共
の
所
得
K
引
き
か

t
h
h

り
白
や
う
な
工
夫
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
法
的
及
非
合
法
的
の
遺
脱
が
多
く
な
る
。
で
此
は
技
術
上
不
得
策
で
あ
る
の
み
で
在

〈
、
随
ム
て
は
公
平
課
税
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

ゆ
綜
合
課
税
離

M
W
前
に
も
い
ふ
た
、
公
枇
債
銀
行
預
金
貸
付
信
託
に
於
け
る
綜
合
課
枕
に
件
ふ
℃
、
技
術
よ
面
倒
が
あ
り
、
共
不
完
全
は

騰
で
公
平
課
税
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

制
株
式
配
営
に
つ
き
共
取
得
の
矯
め
の
負
債
利
子
主
開
除
す
る
と
い
ふ
の
も
、
技
術
上
に
は
一
白
岡
倒
で
あ
る
。

に
敦
化
上

i
l此
度
の
方
法
に
よ
り
綜
合
課
税
の
一
層
徹
底
す
る
己
と
に
な
る
だ
け
は
、
其
底
に
遁
腕
を
刺
戟
し
、
図
民
道
義

を
傷
け
る
と
と
や
一
売
れ
な
い
。

ほ
財
政
牧
入
上
|
|
岡
債
利
子
の
綜
合
課
税
を
初
め
る
の
が
、
大
瀬
図
償
所
有
者
主
不
利
な
ら
し
め
、
共
矯
め
凶
債
に
待
つ
ど

と
D
多
き
我
歯
と
し
て
は
、
園
債
政
策
上
、
不
得
策
と
も
思
は
れ
る
が
、
併
じ
此
皮
の
税
法
に
て
は
源
泉
課
税
の
選
擦
を
許
す
か
ら

租
続
制
度
改
革
案
批
剣

第
王
十
巻

七

第

抗

F可、

七



租
税
制
度
改
革
案
批
判

僚
主
十
巻

ノ、

停

抗

J一丸

J一、

其
上
に
も
分
類
所
得
税
に
て
園
債
利
子
に
は
他
の
も
D

L
百
分
十
、
地
方
債
利
子
の
百
分
九
に
謝
し
て
温
か
忙
低
昔
百
分
四
と
い
ム

も
の
を
課
す
る
と
し
た
か
ら
、
左
ま
で
此
賠
に
於
け
る
心
配
は
な
か
ら
う
と
思
ム
。

第
一
-

地
方
税
改
革
問
題

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
普
来
白
戸
数
割
及
所
得
税
附
加
枕
を
底
止
し
て
地
方
人
税
を
闘
枕
に
集
中
し
、
共
牧
入
の
一
部
を
地
方
へ

実
付
税
と
し
て
交
付
す
る
と
と
及
之
に
附
帯
し
て
市
町
村
に
市
町
村
民
税
を
設
け
た
る
と
と
L
、
物
税
た
る
土
地
家
屋
替
業
白
課
税

に
つ
き
、
岡
税
へ
の
附
加
税
と
、
原
徴
牧
地
へ
の
還
原
を
行
ふ
譲
興
枕
と
を
行
ふ
己
と
a
為
し
た
事
止
、
が
二
大
改
革
で
あ
る
。
之
を

会
読
す
る
。

↑
人
税
の
岡
家
集
中

A
改
革
の
要
期

此
に
つ
い
て
は
、
園
積
と
し
て
取
る
所
得
税
、
法
人
税
、
遊
興
飲
食
枕
及
入
揚
枕
の
一
部
牧
入
宇
一
ぽ
、
道
府
腕
と
市
町
村
と
へ
、

財
政
力
(
地
租
、
家
居
世
、
替
業
輯
)
を
標
準
と
し
て
之
に
逆
比
し
、
財
政
需
要
(
主
主
し
て
人
口
)
を
標
準
主
し
で
之
竺
止
比
し
て
分
奥

ず
る
己
と
a
A

し
、
此
等
の
税
を
ば
交
付
税
と
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
〈
て
地
方
人
税
は
闘
の
手
に
土
り
で
取
ら
れ
る
と
と
に
な

り
、
直
接
忙
地
方
白
取
る
人
税
が
左
〈
在
る
の
快
陥

E
補
充
す
る
矯
め
、
市
町
村
に
市
町
村
民
税
在
起
き
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

E
共
批
判

い
遊
興
飲
食
税
、
入
揚
税
ー
ー
は
本
来
、
地
方
税
と
し
て
遡
営
危
税
種
で
あ
り
、
文
、
我
固
に
て
長
い
間
地
方
税
と
し
て
も
行



は
れ
来
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
鐙
以
来
、
岡

ι移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
が
牧
入
の
一
部
を
ば
地
方
に
分
興
す
る
ふ
」
い
よ
の
は

営
然
の
庭
置
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
地
方
に
分
興
す
る
と
し
て
も
、
議
興
税
と
し
て
原
徴
牧
地
に
還
原
せ
や
し
て
、
交
付
税
と
し
て

特
別
の
標
準
に
よ
り
て
分
興
す
る
と
し
た
の
は
、
共
課
税
物
件
が
一
地
方
限
り
の
も
の
で
左
く
し
て
、
他
地
方
に
も
交
渉
の
あ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

ろ
所
得
税
、
法
人
税

1
l此
二
税
は
人
税
で
あ
る
。
由
来
・
地
方
に
て
は
所
得
税
阿
加
税
と
戸
数
割
と
を
以
で
人
税
を
取
っ
て

居
た
の
だ
が
、
共
を
止
め
て
、
共
に
首
る
も
の
を
闘
の
手
に
於
て
所
得
税
と
法
人
税
と
で
取
る
と
E
r
h
し
、
其
牧
入
の
一
部
を
ば
地

方
に
分
興
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
人
税
園
家
集
中
事
業
は
寅
に
此
二
枕
を
中
心
と
し
て
行
は
れ
る
。
遊
興
飲
食
投
と
入
場
我
と
の

交
付
は
之
に
附
帯
し
て
行
は
れ
た
も
白
に
過
ぎ
由
。

∞
泊
否
|
|
此
は
喜
由
で
あ
る
。
人
枕
心
課
税
物
件
た
る
所
得
財
産
は
、
各
地
方
に
て
分
別
す
る
こ
と
の
難
き
も
の
で
あ
り
、

且
つ
地
方
機
闘
の
千
に
て
は
柿
捉
す
る
E
と
の
む
つ
か
し
苦
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
税
は
訓
方
白
調
立
枕
忙
も
、
附
加
拾
に
も
諮

し
友
い
。
む
し
ろ
園
家
の
千
に
於
て
、
地
方
の
取
る
べ
き
分
を
も
併
せ
取
っ
て
、
あ
と
か
ら
地
方
へ
分
興
す
る
と
す
る
の
が
趨
首
で

あ
る
。

∞
標
準
|
|
た
だ
介
興
の
方
法
、
又
は
棋
準
が
問
題
と
な
る
。
此
に
て
還
原
と
す
る
と
と
は
泊
首
?
は
な
い
か
ら
、
交
付
税

と
す
る
よ
り
外
は
友
い
が
、
共
白
交
付
の
採
州
中
は
各
地
方
の
需
要
と
徐
力
と
の
二
つ
よ
り
外
忙
は
仕
様
あ
る
ま
い
。
結
処
は
、
金
慨

上
に
除
大
都
市
に
は
比
般
的
不
利
と
左
り
、
田
舎
の
農
村
に
右
利
と
在
る
。
し
か
し
此
は
有
機
的
全
館
た
る
岡
家
の
大
局
か
ら
見
て

は
常
然
の
事
に
属
す
る
。
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租
祝
制
度
改
革
案
批
判
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五
十
巻
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同
市
町
村
氏
税
ー
ー
と
し
て
、
構
戸
者
叉
は
制
別
立
世
帯
者
(
及
事
務
所
、
替
業
所
、
住
宅
を
有
つ
者
、
事
務
所
替
業
所
在
有
つ
法
人
)
忙

針
し
、
義
務
者
一
入
賞
り
平
均
最
高
限

(
人
口
五
十
高
以
上
山
市
に
て
は
八
岡
・
其
他
白
市
に
て
は
六
固
、
町
村
に
て
は
四
間
)
、
各
義
務
者
白

最
高
限
(
千
固
)
内
に
て
課
す
る
も
の
を
設
け
ゃ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
此
は
、

此
度
白
改
正
に
よ
り
人
税
が
岡
枕
に
集
中
さ
れ

て
、
地
方
の
直
接
に
取
る
所
の
人
税
が
左
〈
な
る
の
で
、
共
歓
を
柿
ひ
、
地
方
氏
を
し
て
地
方
費
を
直
接
に
も
若
干
分
捨
せ
し
め
や

ろ
と
い
ふ
趣
旨
の
も
の
で
、

一
舷
は
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
共
課
税
椋
準
を
ば
仰
ふ
る
が
如
く
に
、
所
得
乃
至
財
産
に
世

ぐ
と
す
れ
ば
、
戸
数
割
の
二
の
舞
と
な
り
、
共
に
最
高
限
が
あ
る
だ
け
、
揚
合
に
よ
り
で
は
一
屠
不
公
平
の
も
の
と
な
り
、
特
に
下

居
民
打
取
れ
り
て
過
重
の
も
の
と
も
た
る
で
あ
ら
う
。

二
物
枕
の
改
革

川
町
附
加
税
1
1
l今
度
の
改
正
に
よ
り
て
土
地
家
屋
営
業
の
税
は
、
岡
税
へ
の
附
加
税
と
譲
興
枕
と
の
二
本
止
吐
ら
れ
る
。
此
等
の

物
税
は
課
税
物
件
の
地
方
分
別
易
と
い
ふ
己
と
も
あ
り
、
地
方
機
問
岡
山
手
に
よ
り
て
姉
捉
易
と
い
ふ
と
と
も
あ
る
か
ら
、
地
方
税
と

た
る
虻
は
池
す
る
。
た
だ
共
課
税
標
準
白
地
方
機
酬
に
よ
る
評
定
難
と
い
ふ
己
と
が
あ
る
の
で
、
地
方
樹
立
税
た
る
に
は
麹
せ
十
、

岡
家
町
一
評
定
し
た
る
本
税
へ
の
附
加
税
と
す
る
に
謝
す
る
。
だ
か
ら
今
岡
む
改
正
に
よ
り
て
之

E
闘
税
へ
の
附
加
税
と
し
た
り
は
油

営
の
庭
置
で
あ
る
。
そ
し
て
各
地
の
取
る
税
率
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
意
思
と
事
情
と
に
よ
り
て
各
地
D
責
任
に
於
て
之
、
ピ
定
め
し

め
、
以
て
収
入
に
弾
力
性
を
有
た
し
、
地
方
自
治
の
活
動
を
も
許
す
と
し
た
の
は
誼
首
で
あ
る
。

B
議
奥
税
1

1底
で
、
此
物
税
と
し
て
岡
家
の
取
り
た
る
牧
入
を
原
徴
収
地
へ
港
原
す
る
譲
拠
税
を
は
、
特
に
之

E
道
府
鯨
に
掛

し
て
行
は
う
と
い
ふ
の
は
一
の
問
題
で
あ
る
。
原
地
へ
還
原
す
る
位
な
れ
ば
地
方
を
し
て
附
加
枕
と
し
て
共
れ
だ
け
多
く
取
ら
し
た



方
が
一
居
手
績
も
簡
単
と
た
り
、
且
つ
附
加
税
と
し
て
地
方
自
治
を
多
く
行
は
し
め
た
方
が
良
さ
さ
う
に
思
は
れ
る
。
或
は
一
議
輿
税

左
し
た
方
が
、
共
れ
だ
け
各
地
方
を
し
て
査
閥
均
等
の
負
捺
と
た
ら
し
め
、
各
地
方
の
競
争
僚
刊
を
封
等
と
し
、
目
つ
各
地
方
勝
手

の
事
を
す

Z
の
を
抑
制
す
る
に
も
役
立
つ
と
も
い
ム
が
、
併
し
各
地
方
は
、
既
に
前
に
あ
げ
た
人
税
に
於
け
る
交
付
税
白
方
で
可
左

り
に
地
方
の
白
山
行
動
を
拘
束
せ
ら
れ
て
屑
る
。
向
ほ
共
上
に
も
此
底
で
地
方
自
治
生
抑
ゆ
る
の
は
過
ぎ
た
り
と
し
て
良
い
。
但
し

此
謎
興
税
の
割
象
た
る
地
方
が
市
町
村
で
な
く
し
て
、
車
に
道
府
燃
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
共
の
道
府
燃
が
地
方
自
治
の
貼
か
ら
は

料
く
見
る
ぺ
膏
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
如
く
に
地
方
円
治
を
抑
制
し
て
、
関
家
的
統
制
に
服
せ
し
め
て
も
左
ま
で
不
都
合
で
な
い

と
い
ふ
べ
昔
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

結

言

以
上
安
之
、
此
皮
む
改
税
は
我
関
税
制
に
於
け
る
劃
期
的
自
大
改
革
で
、
之
が
立
案
者
の
苦
心
に
針
し
て
は
多
大
の
敬
意
配
表
す

Z
。
制
き
黙
に
は
穂
、
々
の
文
何
も
い
ひ
た
き
も
の
は
あ
る
が
、
車
大
な
る
事
項
に
は
全
く
同
意
を
表
し
た
い
。
之
に
よ
り
て
一
段
止

税
制
が
公
干
に
な
り
、
特
に
現
下
及
、
近
宮
崎
附
来
に
於
付
る
財
政
上
白
必
要
に
際
宇
る
に
泊
す
る
。
同
時
に
税
制
の
簡
易
化
は
建
せ
ら

れ
粧
済
問
策
忙
も
相
首
に
池
舷
す
る
。
唯
だ
之
に
よ
り
て
、
悶
民
特
に
下
屠
民
が
相
営
重
座
主
被
む
る
己
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
ね
。

併
し
此
も
一
般
闘
民
と
し
て
は
今
日
の
我
岡
家
の
情
勢
を
十
分
認
識
し
て
一
段
と
緊
張
し
た
る
心
持
を
以
て
之
に
棋
ゆ
ぺ
き
も
の
と

は
す
る
。

朝
積
制
度
改
草
案
批
列

第
五
十
巻
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